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久野　勉
KUNO, Tsutomu

小倉彰太
OGURA, Shota

ご専門：血液浄化療法，糸球体
腎炎
読者へ：透析患者の高齢化の流れは今後も続くと
予想されるため，高齢者特有の問題点の理解とそ
の対応が，より一層重要視されると思います．現
場で活躍される皆さまの日々の医療に，今回の特
集がお役に立ちますと，とても嬉しいです． 喜田智幸

KITA, Tomoyuki

ご専門：透析療法，在宅血液透
析，人工臓器
読者へ：人工腎臓（透析療法）は多くの患者さんの
命を救ってきました．今後も人工腎臓は進歩し，
本来の腎臓を凌駕するでしょう．そうなれば，元
気で長生きするために人工腎臓を使用する時代が
来るかもしれません．みなさんも人工腎臓の発展
にかかわってみませんか．

平松　信
HIRAMATSU, Makoto

ご専門：腎臓病，透析，老年医学
読者へ：患者さんの全人的医療，
生涯医療を支えるためにはチーム医療が必須です．
特に透析患者さんの人生に寄り添うことは，医療
従事者としてのやりがいです．そのため，臨床工
学技士，看護師の皆さんと一緒に仕事ができるこ
とを幸せに思っています．

松岡由美子
MATSUOKA, Yumiko

ご専門：透析看護
読者へ：透析患者の約3分の2が
高齢者であり，日常のちょっとしたことが大きな
事故につながることがあります．安全な透析療法
に加え，透析環境の整備や生活の安全対策も必要
となり，医療連携はもちろん，介護との連携も重
要です．みんなで高齢患者を支えていきましょう．

執 筆 者 紹 介

＊ 本コーナーは，特集のご執筆者より任意で読者の方への
メッセージを頂き，掲載しております（特集の掲載順）．
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患者の高齢化と
透析療法
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金澤良枝
KANAZAWA, Yoshie

ご専門：臨床栄養学，腎臓病，
糖尿病，透析患者の栄養管理
読者へ：「食べる」ということは人にとり一番大切
なことですが，ただ何でも食欲に任せて摂取する
ことは危険です．人それぞれに適正な食事管理が
あるのです．考えて食べることが「幸せ」につなが
りますので管理栄養士に相談しましょう．

執 筆 者 紹 介

日ノ下文彦
HINOSHITA, Fumihiko

ご専門：腎臓内科学，人工透析，
医療社会学，高齢化対策
読者へ：腎臓学や透析の臨床，研究を続けながら，
透析患者の高齢化に伴う諸問題やHIV 感染患者受
け入れ促進など社会的問題にも取り組んできまし
た．最近は，患者，医療者，社会が健康長寿を目
指すよう執筆活動（拙著「老い楽のすゝめ」参照）に
も力を注いでいます．

甲田　豊
KODA, Yutaka

ご専門：腎臓病学，透析医学，
臨床倫理
読者へ：高齢者医療の象徴である透析療法は，高
齢化と重症化がさらに進むとさまざまな倫理的危
機を迎える可能性がある．臨床倫理に関する準備
や議論はできているだろうか．緩和透析について
臨床工学技士のみなさんにも加わっていただき，
オープンに議論したい．
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